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25人の委員で

夜遅くまで議論し、

「それぞれのエゴ

ではなく、分け隔

てのない平等なま

ちづくりを進める」

という気持ちで、

新市将来構想をまとめました。新市

では、この思いが実現できることを

期待したい。福祉や雪対策の更なる

充実を望みます。

山岸富司雄さん
（水梨・63歳）

新
市
誕
生
を
前
向
き
に
捉
え
、
良
い

市
に
な
る
よ
う
に
み
ん
な
明
る
い
気
持

ち
で
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
し
、
自
分
も

夢
を
も
っ
て
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

お
互
い
助
け
合
い
な
が
ら
地
域
の
魅
力

を
高
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
大
き
い
市

に
な
り
、
多

く
の
仲
間
と

交
流
で
き
る

こ
と
が
楽
し

み
で
す
。

鈴 木 厚 子さん
（下鰕池・54歳）

専
門
的
な
小
児
医
療
機
関
や
保
育
環

境
の
整
備
は
、
こ
れ
か
ら
の
子
育
て
に

欠
か
せ
な
い
こ
と
だ
と
思
う
ん
で
す
。

大
き
な
市
に
な
る
こ
と
で
、
よ
り
一
層

育
児
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
て
ほ
し
い

で
す
。
３
人
の
子
ど
も
の
母
親
と
し
て
、

安
心
し
て
子

育
て
が
で
き

る
市
に
な
っ

て
ほ
し
い
で

す
ね
。

佐 藤 歌 織さん
（室野・35歳）

地元を離れてい

ましたが、去年帰

ってきました。い

ろんな催しに参加

して、すごく前向

きに生きている人

が多いことがわか

りました。地域が広がるので、世代

や男女を超えた出会いの場がもっと

広がればいいと思います。もちろん、

プライベートな出会いも…。

高 橋 詩 江さん
（坪山・27歳）

地域エゴをなく

し、みんなで協力

できる市であって

ほしいです。地域

審議会などの地域

の力は、地域の活

性化のため行政に

対しても発揮できるようになればと

思います。なくてはならない特色は、

市全体の流れの中で確立していきた

いですね。

高 橋 定 利さん
（倉俣・58歳）

松代中学校で生

徒会長を務めてい

ます。学校は松代

町立から十日町市

立になりました。

学校の枠組みは大

規模になるけど、

スポーツや文化活動などさまざまな

交流や活発な競争をとおしてお互い

に力や技術を向上させていきたいで

す。

佐 藤 大 祐さん
（松代中３年）

人　口
男
女

世帯数
面　積
東西
南北

最高標高
保育園・幼稚園数

小学校数
中学校数

２
年
３
か
月
に
わ
た
る
合
併
協
議
を
経

て
、
４
月
１
日
に
新
「
十
日
町
市
」
が
誕

生
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
ご
尽
力
い
た
だ

い
た
皆
様
と
全
市
民
に
対
し
て
、
感
謝
と

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
の
市
町
村
合
併
は
、
「
夢
を

耕
し
続
け
る
　
感
動
と
創
造
の
ま
ち
づ
く

り
│
自
立
し
た
市
民
の
知
恵
と
協
働
│
」

と
い
う
新
市
建
設
構
想
の
基
本
理
念
を
実

現
さ
せ
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
ま
た
、
新

市
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
市
民
と
行
政
が
と

も
に
市
の
将
来
像
に
向
か
っ
て
、
今
ま
で

の
市
町
村
が
持
つ
資
源
と
特
色
を
生
か
し

て
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

ス
タ
ー
ト
し
て
間
も
な
い
新
･
十
日
町

市
で
あ
り
ま
す
。
い
つ
も
順
風
と
は
限
り

ま
せ
ん
。
今
ま
で
の
市
町
村
の
枠
に
と
ら

わ
れ
ず
、
お
互
い
の
英
知
を
結
集
し
、
自

由
な
発
想
で
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
な
ら

ば
、
必
ず
早
期
に
実
現
で
き
る
も
の
と
思

い
ま
す
。

新
市
長
が
誕
生
す
る
ま
で
の
１
か
月
間

と
い
う
短
い
間
で
す
が
、
全
力
で
職
務
を

執
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
市
民
各
位
の

ご
指
導
、
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

市長職務執行者

山 本 茂 穂

市
内
の
ど
こ
に
い
て
も
同
じ
生
活
が

で
き
、
同
じ
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
な
、
年
寄
り
に
優
し
い
市
に
な
っ

て
ほ
し
い
で
す
。
交
通
、
除
雪
、
福
祉

な
ど
要
望
を
言
え
ば
き
り
が
な
い
で
す

が
、
特
に
山
間
地
の
年
寄
り
に
と
っ
て
、

最
低
限
の
生

活
が
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
を

お
願
い
し
た

い
で
す
。

鈴木ヨミイさん
（重地・70歳）

若い人からもっ

とたくさん地域に

帰ってきてほしい

と思うし、そうい

う市になってほし

いです。いいとこ

ろがいっぱいある

ので、いっしょに

いろんな夢を見られたらいいなと思

います。個人的には…田口さんと同

じです。

若者がたくさん

帰って来ることが

できるまちになっ

てほしいです。私

も市民として、活

気あふれる地域に

なるように行動し

たいと思います。

それで十日町市の人口が増えれば最

高ですね。具体的な行動としては、

結婚もその一つかなぁ。

田 口 陽 介さん
（木落・25歳）

合
併
し
た
周
り
の
町
村
の
こ
と
を
あ

ま
り
知
ら
な
い
の
で
、
こ
れ
か
ら
い
ろ

ん
な
所
へ
行
っ
て
地
域
の
こ
と
を
知
り

た
い
で
す
。
合
併
で
今
ま
で
よ
り
も
市

内
の
交
流
が
し
や
す
く
な
る
と
思
い
ま

す
。
部
活
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
も
、
い

ろ
ん
な
学
校

と
練
習
試
合

が
で
き
る
の

で
と
て
も
楽

し
み
で
す
。

小 川 聡 美さん
（南中３年）

徳永由喜香さん
（川治上町２・24歳）
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十日町市役所・各支所の組織配置図�十日町市役所・各支所の組織配置図�
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①
十
日
町
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
人

②
５
月
１
日
現
在
で
満
20
歳
以
上
（
昭
和

60
年
５
月
２
日
以
前
生
ま
れ
）
の
日
本

人
③
平
成
17
年
１
月
23
日
以
前
か
ら
合
併
５

市
町
村
内
で
住
民
票
が
作
成
さ
れ
、
引

き
続
き
十
日
町
市
に
住
民
登
録
し
て
い

る
人
　

※
投
票
日
ま
で
に
市
外
に
転
出
す
る
人
や

公
職
選
挙
法
の
欠
格
事
項
に
該
当
す
る

人
は
投
票
で
き
ま
せ
ん

入
場
券
は
、
は
が
き
で
届
き
ま
す
。
は

が
き
下
の
角
の
両
側
を
は
が
す
と
、
三
つ

折
り
に
な
っ
た
入
場
券
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ミ
シ
ン
目
で
切
り
離
し
、
投
票
の
際
に
お

持
ち
く
だ
さ
い
。
な
く
し
た
場
合
は
投
票

所
で
再
発
行
し
ま
す
。

投
票
開
始
は
午
前
７
時
で
す
が
、
終
了

は
投
票
所
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
入
場

券
に
記
載
さ
れ
た
投
票
時
間
・
投
票
所
を

確
認
し
て
か
ら
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

当
日
に
投
票
で
き
な
い
人
は
、
期
日
前

投
票
ま
た
は
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

※
入
場
券
が
届
い
て
い
る
場
合
は
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
印
鑑
は
不
要
で
す
。

期
日
前
投
票

投
票
用
紙
に
記
入
し
、
投
票
箱
に
直
接

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
宣
誓
書
の

提
出
が
必
要
で
す
。

不
在
者
投
票

仕
事
な
ど
で
十
日
町
市
を
離
れ
て
い
る

人
、
指
定
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入

院
・
入
所
し
て
い
る
人
、
選
挙
期
日
に
な

ら
な
い
と
20
歳
に
到
達
し
な
い
人
、
郵
便

な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
対
象
に
な
っ

て
い
る
人
は
、
封
入
し
て
署
名
を
す
る
不

在
者
投
票
と
な
り
ま
す
。

※
指
定
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入

院
・
入
所
し
て
い
る
人
は
、
病
院
や
施

設
の
担
当
者
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い

●
日
時
＝
４
月
25
日
b
〜
30
日
g
の
毎
日
、

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

選
挙
管
理
委
員
会
（
保
健
セ
ン
タ
ー
１

階
）
1
７
５
７
│
３
１
１
１
（
内
線
５
１

１
）
各
支
所
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
所

市
長
選
挙
・
市
議
会
議
員
選
挙
と
も
に

合
併
前
の
市
町
村
区
域
ご
と
に
開
票
し
ま

す
。

●
日
時
＝
５
月
１
日
a
午
後
９
時
〜

●
会
場
＝

・
旧
十
日
町
市
区
域
‥
十
日
町
市
総
合
体

育
館

・
旧
川
西
町
区
域
‥
川
西
総
合
体
育
館

・
旧
中
里
村
区
域
‥
中
里
総
合
セ
ン
タ
ー

・
旧
松
代
町
区
域
‥
十
日
町
市
役
所
松
代

支
所

・
旧
松
之
山
町
区
域
‥
十
日
町
市
役
所
松

之
山
支
所

※
市
長
選
挙
の
開
票
状
況
と
市
議
会
議
員

選
挙
の
開
票
結
果
は
、
各
開
票
所
と
十

日
町
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す

十 日 町 市 長 選 挙
十日町市議会議員一般選挙

市
町
村
合
併
に
伴
う
十
日
町
市
長
選
挙
及
び
十
日
町
市
議
会

議
員
選
挙
が
４
月
24
日
A
に
告
示
さ
れ
、
５
月
１
日
A
に
投
票

と
な
り
ま
す
。
新
し
い
十
日
町
市
の
進
路
を
決
め
る
大
切
な
選

挙
で
す
。
み
ん
な
で
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

投
票
資
格

投
票
日
当
日
の
市
長
選
挙
の
投
票
は
、

投
票
し
た
い
候
補
者
氏
名
の
上
の
枠
内
に

投
票
記
載
台
に
用
意
し
て
あ
る
ス
タ
ン
プ

で
○
印
を
つ
け
て
行
い
ま
す
。
市
議
会
議

員
選
挙
の
投
票
は
、
候
補
者
氏
名
を
記
入

し
て
行
い
ま
す
。
字
が
書
け
な
い
人
は
、

申
し
出
に
よ
り
投
票
管
理
者
が
指
定
し
た

係
員
か
ら
書
い
て
も
ら
い
、
投
票
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す

※
期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票
は
、
市
長

選
挙
・
市
議
会
議
員
選
挙
と
も
候
補
者

氏
名
を
記
入
し
て
行
い
ま
す

●期日前投票場所＝

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は
、
郵

便
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
た

だ
し
、
事
前
に
郵
便
投
票
等
証
明
書
の
交

付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
に
次
の
い
ず
れ
か
の

障
害
が
記
載
さ
れ
て
い
る
人

・
両
下
肢
、
体
幹
ま
た
は
移
動
機
能
の
障

害
の
１
級
ま
た
は
２
級

・
心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ
う
こ
う
、

直
腸
ま
た
は
小
腸
の
障
害
の
１
級
ま
た

は
３
級

・
免
疫
の
障
害
の
１
級
か
ら
３
級

②
戦
傷
病
者
手
帳
に
次
の
い
ず
れ
か
の
障

害
が
記
載
さ
れ
て
い
る
人

・
両
下
肢
ま
た
は
体
幹
の
障
害
の
特
別
項

症
か
ら
第
２
項
症

・
内
臓
機
能
の
障
害
の
特
別
項
症
か
ら
第

３
項
症

③
介
護
保
険
の
要
介
護
度
状
態
区
分
が
、

要
介
護
度
５
と
記
載
さ
れ
て
い
る
人
　

※
郵
便
等
投
票
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
請

求
期
限
は
、
投
票
日
の
４
日
前
（
４
月

27
日
d
）
ま
で
で
す
。

郵
便
等
投
票
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で

き
る
人
で
、
上
肢
ま
た
は
視
覚
に
重
度
の

障
害
が
あ
る
人
は
、
代
理
記
載
制
度
を
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
選

挙
管
理
委
員
会
に
問
合
せ
て
く
だ
さ
い
。

市
議
会
議
員
選
挙
は
、
今
回
に
限
り
合

併
前
の
市
町
村
区
域
ご
と
に
定
数
を
定
め

て
選
挙
を
行
い
ま
す
。

選挙区

第１選挙区

第２選挙区

第３選挙区

第４選挙区

第５選挙区

区　　域

旧十日町市区域

旧川西町区域

旧中里村区域

旧松代町区域

旧松之山町区域

期　日　前　投　票　所

十日町保健センター　１階

川西地域活性化センター　４階

中里総合センター　１階

十日町市役所　松代支所　４階

十日町市役所　松之山支所

選挙区の区域

旧十日町市区域

旧川西町区域

旧中里村区域

旧松代町区域

旧松之山町区域

議員定数

19人

８人

６人

４人

３人

40人計

投
票
時
間

市
議
会
議
員
の
定
数

期
日
前
投
票
・

不
在
者
投
票

郵
便
等
投
票
に
よ
る

不
在
者
投
票

郵
便
等
投
票
の

代
理
記
載
制
度

投
票
方
法

開
　
　
票

問

合

せ

投
票
資
格

投
票
時
間

投
票
方
法

期
日
前
投
票
・

不
在
者
投
票

郵
便
等
投
票
に
よ
る

不
在
者
投
票

郵
便
等
投
票
の

代
理
記
載
制
度

開
　
　
票

問

合

せ

市
議
会
議
員
の
定
数

入

場

券

入

場

券
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コ ー ス 名 開始日曜　　日 教材費・募集定員 内　容　な　ど

5月18日～

5月18日～

5月25日～

5月25日～

5月18日～

5月18日～

5月26日～

5月19日～

5月19日～

5月19日～

5月19日～

5月19日～

5月16日～

第1～3水曜日

第1・3水曜日

第2・4水曜日

第2・4水曜日

毎週水曜日

毎週水曜日

第2・4木曜日

第1～3木曜日

毎週木曜日

毎週木曜日

毎週木曜日

毎週木曜日

毎週月・木曜日

全10,000円
15人

月1,200円
15人

必要なとき
15人

必要なとき
20人

必要なとき
10人

全2,500円
20人

月3,000円
15人

全10,000円
15人

必要なとき
20人

必要なとき
15人

必要なとき
14人

必要なとき
15人

月500円
定員なし

茶の湯の作法を学び、わびさびの心を
理解します。

レパートリーを増やし、食卓を楽しく

日常生活で必要な書付を学びます。白
い紙に向かい心落ち着く時間を。

リズムにのり、体を動かしてリフレッ
シュしましょう。

あいさつや自己紹介など日常生活で使
える英会話にチャレンジします。

仲間同士集まって、テニスで心地よい
汗を流しましょう。

草月流花道で一木一草の美を愛でます。

ひととおりの技術を学び、着物に親し
みます。

板作りやロクロを使って茶わんやお皿
などの焼物を作ります。

自作映画やプロモーションビデオの作
品を制作します。

ホームページを作成するためのパソコ
ンの使い方などを勉強します。

耳の不自由な人との交流を深めながら、
手話を覚えます。

バドミントンを通し、和気あいあいと
楽しい時間を過ごしましょう。

料 理

筆ペン・毛筆

ヒップホップダンス

英　　会　　話

テ　　ニ　　ス

花　道（草月流）

着　　付　　け

焼　　　　　物

シネマ＆ビジュアル

パ ソ コ ン

手　　　　　話

バドミントン

水
　
　
曜
　
　
日

木
　
　
　
曜
　
　
　
日

■対　象　者 35歳までの青年男女（未婚・既婚を問いません）

■参　加　費 各コースの教材費のほかに、申込時に年会費2,000円が必要

■会　　　場 中央公民館

■合同開講式 ５月12日e午後７時30分～

■申込み・問合せ ５月９日bまでに、中央公民館（1757－5011）においてある用紙で申

込んでください。

中越大震災で大きな被害を受けた勤労青少年ホームが、今年度から中央

公民館（旧公民館本館）に移転します。それに伴い、今まで公民館で行っ

ていた青年学級の活動と青少年ホームの活動を一本化して行います。

より充実した若者の学びと集いの場にぜひ参加してください！

※学習時間は各コースとも原則午後７時30分～９時30分です。
※着物着付けの希望者で、着物を持っていない人は問合せてください。
※学習日時が重ならなければ、複数のコースを受講できます。

■
応
募
資
格

ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

■
愛
称
の
基
準

新
市
の
特
長
を
と
ら
え
、
市
民
ほ
か
か

ら
親
し
ま
れ
る
も
の
。

た
だ
し
、
次
の
も
の
は
除
き
ま
す
。

①
旧
市
町
村
名
な
ど
特
定
の
地
名
や
新
市

の
名
称
候
補
と
し
て
公
表
さ
れ
た
も
の

②
他
紙
及
び
他
商
標
と
類
似
の
も
の

③
政
治
的
、
宗
教
的
内
容
及
び
こ
れ
に
類

似
す
る
内
容
の
も
の

④
個
人
や
団
体
な
ど
を
特
定
す
る
も
の

⑤
そ
の
他
公
序
良
俗
に
反
す
る
も
の

※
愛
称
の
前
に
正
式
名
称
の
「
市
報
と
お

か
ま
ち
」
を
冠
し
ま
す
。
（
市
報
と
お

か
ま
ち
「
○
○
○
○
（
愛
称
）
」
の
よ

う
に
表
示
し
ま
す
）

※
参
考
例

「
あ
か
ね
い
ろ
」（
新
潟
県
）

「
幸
の
国
Ｋ
Ａ
Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
」（
熊
本
県
鹿

北
町
）

「
ぎ
ふ
街
通
信
」（
岐
阜
市
）

「
し
わ
ネ
ッ
ト
」（
岩
手
県
紫
波
町
）

■
応
募
方
法

①
応
募
期
間
…
４
月
11
日
b
か
ら
５
月
９

日
b
ま
で
（
消
印
有
効
）

②
応
募
手
段
…
は
が
き
、
封
書
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
送
っ
て
く
だ

さ
い

③
記
載
内
容
…
「
愛
称
」
（
漢
字
の
場
合

は
ふ
り
が
な
も
記
載
）、「
愛
称
を
つ
け

た
理
由
」、
応
募
者
の
「
住
所
」「
氏
名
」

「
年
齢
」「
電
話
番
号
」

④
応
募
点
数
…
応
募
１
枚
に
つ
き
１
点
。

た
だ
し
、
複
数
応
募
で
き
ま
す

■
選
考
方
法

本
庁
及
び
支
所
の
広
報
担
当
者
に
よ
る

選
考
委
員
会
で
選
考
し
ま
す
。

■
賞
品

採
用
作
品
及
び
優
秀
作
品
応
募
者
に
、

市
内
５
か
所
（
旧
市
町
村
単
位
）
の
「
湯

め
ぐ
り
券
」
（
温
泉
入
浴
券
）
を
差
し
上

げ
ま
す
。

■
愛
称
に
関
す
る
権
利

応
募
さ
れ
た
愛
称
案
に
関
す
る
一
切
の

権
利
は
、
十
日
町
市
に
帰
属
し
ま
す
。

■
愛
称
の
デ
ザ
イ
ン

採
用
さ
れ
た
愛
称
は
、
２
０
０
２
Ｆ
Ｉ

Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
公
式
エ
ン
ブ
レ
ム

な
ど
を
手
が
け
た
書
家
・
平
野
壮
弦
氏

（
山
野
田
出
身
）
が
デ
ザ
イ
ン
し
ま
す
。

■
愛
称
の
使
用
期
間

使
用
開
始
か
ら
当
分
の
間

■
応
募
先
・
問
合
せ

十
日
町
市
役
所
総
務
課
広
報
広
聴
係

〒
９
４
８
―
８
５
０
１

十
日
町
市
千
歳
町
３
丁
目
３
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
７
５
７
―
３
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
７
５
２
―
４
６
３
５

Ｅ
メ
ー
ル

k
o
u
h
o
u
@
city
.to
k
am
ach
i.n
iig
ata.jp

募
集
要
項�
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キ
ョ
ロ
ロ
は
、里
山
の
自
然
と
文
化
を
、

博
士
号
を
持
つ
学
芸
員
・
研
究
員
が
住
民

と
と
も
に
調
査
・
研
究
し
、
里
山
の
魅
力

と
不
思
議
を
楽
し
く
展
示
す
る
科
学
館
で

す
。
ま
た
、
80
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
キ
ョ
ロ
ロ

の
森
を
舞
台
に
、
四
季
折
々
の
自
然
観
察

会
や
森
づ
く
り
・
棚
田
再
生
な
ど
の
里
山

保
全
活
動
を
行
い
、
多
様
な
体
験
・
交
流

の
場
を
生
み
出
し
て
い
き
ま
す
。

つ
ま
り
、
キ
ョ
ロ
ロ
と
は
、
「
体
験
交

流
施
設
」「
社
会
教
育
施
設
」「
研
究
施
設
」

「
博
物
館
」「
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
」
を
兼

ね
備
え
た
施
設
な
の
で
す
。

仙
田
郷
体
験
交
流
ゾ
ー
ン
推
進
計
画
が

国
か
ら
地
域
再
生
計
画
と
し
て
認
定
さ
れ
、

３
月
28
日
b
、
首
相
官
邸
で
小
泉
首
相
か

ら
直
接
認
定
書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

仙
田
郷
は
旧
川
西
町
の
西
半
分
を
占
め

て
お
り
、
渋
海
川
沿
い
の
豊
か
な
自
然
資

源
を
生
か
し
た
交
流
事
業
が
展
開
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
国
の
補
助
事
業
で
整
備
し

た
「
仙
田
体
験
交
流
館
・
キ
ラ
リ
」
で
は
、

館
内
で
の
飲
食
物
の
提
供
や
農
産
物
の
販

売
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
計

画
が
認
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
規
制
が
緩

和
さ
れ
、
こ
れ
ら
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
や
、

農
業
振
興
に
よ
る
地
域
経
済
の
発
展
な
ど

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

交
流
館
館
長
の
高
橋
幸
一
さ
ん
は
、「
こ

れ
で
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
や
そ
ば
、
ト
ロ
ロ
な

ど
地
域
の
う
ま
い
も
の
を
提
供
し
な
が
ら
、

農
産
物
の
通
年
販
売
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
合
併
で
エ
リ
ア
が
広
が
っ
た
の

で
、同
じ
よ
う
な
地
域
と
連
携
し
な
が
ら
、

い
ろ
ん
な
交
流
事
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た

い
と
思
い
ま
す
」
と
、
夢
を
ふ
く
ら
ま
せ

て
い
ま
す
。

「
森
の
学
校
」 

キ
ョ
ロ
ロ
！�

■
体
験
交
流
施
設
と
し
て
…

週
末
や
夏
休
み
に
は
虫
、
カ
エ
ル
、
魚
、

山
菜
、
草
花
、
キ
ノ
コ
、
野
鳥
な
ど
の
探

検
会
や
森
づ
く
り
、
池
づ
く
り
な
ど
楽
し

い
体
験
交
流
活
動
が
盛
り
だ
く
さ
ん
！
館

内
に
は
木
工
コ
ー
ナ
ー
、
ザ
リ
ガ
ニ
釣
り

コ
ー
ナ
ー
、
地
元
料
理
が
味
わ
え
る
食
文

化
体
験
工
房
も
あ
り
ま
す
。

■
社
会
教
育
施
設
と
し
て
…

学
芸
員
・
研
究
員
が
小
・
中
学
校
の
自

然
系
の
総
合
学
習
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま

す
。
小
学
４
年
生
以
上
の
生
き
物
好
き
の

少
年
・
少
女
、
キ
ョ
ロ
ロ
に
集
ま
れ
！

■
研
究
施
設
と
し
て
…

キ
ョ
ロ
ロ
に
は
保
全
生
物
学
研
究
室
が

あ
り
、
３
人
の
博
士
が
地
域
に
適
し
た
里

山
保
全
法
な
ど
を
求
め
、
昆
虫
、
動
物
、

植
物
、
キ
ノ
コ
な
ど
地
域
の
自
然
、
人
と

自
然
の
か
か
わ
り
な
ど
を
幅
広
く
研
究
し

て
い
ま
す
。

今
後
、
住
民
参
加
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
立
ち
上
げ
、
進
め
て
い
く
計
画
で
す

の
で
皆
さ
ん
の
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

■
博
物
館
と
し
て
…

名
誉
市
民
志
賀
夘
助
氏

の
「
世
界
の
蝶
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
」、
地
域
の
水
生
生
物

を
採
り
集
め
飼
育
・
展
示

し
て
い
る
「
森
の
水
族
館
」

な
ど
常
設
展
示
の
ほ
か
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
と
も
に

四
季
折
々
の
地
域
の
自
然

や
文
化
を
創
り
展
示
し
て

い
ま
す
。
写
真
や
絵
画
な

ど
芸
術
作
品
を
展
示
す
る

ギ
ャ
ラ
リ
ー
コ
ー
ナ
ー
も

あ
り
ま
す
。

キョロロの水辺で生き物採集 キョロロの森でキノコ観察

里山の自然を楽しく研究

ユニークな形の「森の学校」キョロロ。
展望台がある左の高い塔が目印です！

詳
し
い
イ
ベ
ン
ト
・
展
示

案
内
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
ス
テ
ー
ジ
通
信
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

松
之
山
地
域
に
は
、
草
津
・
有
馬
と
並
び
日
本
三
大
薬
湯
と
し
て
名
高
い
「
松
之
山
温
泉
」、

四
季
折
々
の
自
然
が
美
し
い
「
大
厳
寺
高
原
」、
日
本
一
美
し
い
ブ
ナ
林
「
美
人
林
」
を
は

じ
め
、
10
万
本
の
ハ
ー
ブ
が
咲
き
誇
る
エ
デ
ン
の
花
畑
、
夢
の
家
や
野
外
ア
ー
ト
、
松
之
山

歴
史
民
俗
資
料
館
や
大
棟
山
美
術
博
物
館
な
ど
憩
い
所
や
見
所
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
そ
の
中

か
ら
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
施
設
、
里
山
科
学
館
「
森
の
学
校
」
キ
ョ
ロ
ロ
を
紹
介
し
ま
す
。

最
近
、
「
工
事
が
進
ん
だ
よ
う
だ
が
、

総
合
セ
ン
タ
ー
だ
っ
た
部
分
は
い
つ
か
ら

使
わ
れ
る
の
か
？
今
年
の
春
？
」
と
い
う

質
問
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
施
設
は
来
年
の
２
月
中
旬
こ
ろ
に
完

成
し
、
４
月
以
降
に
オ

ー
プ
ン
し
ま
す
。
ご
不

便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ

さ
い
」
と
お
答
え
し
ま

し
た
。

現
在
、
内
装
工
事
や

機
械
設
備
、
電
気
設
備

な
ど
の
工
事
が
内
部
で

は
進
行
中
で
す
。

旧
総
合
セ
ン
タ
ー
の
３
階
に
図
書
室
、

Ｉ
Ｔ
教
室
が
で
き
ま
す
。
図
書
室
は
３
１

０
㎡
（
93
坪
）
の
広
さ
が
あ
り
ま
す
。

計
画
当
初
か
ら
図
書
室
を
設
け
る
こ
と

に
つ
い
て
強
い
要
望
が
あ
り
、
施
設
の
性

格
や
規
模
を
何
度
も
練
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
十
日
町
情
報
館
と
比
べ
て

広
さ
や
蔵
書
数
、
サ
ー
ビ
ス
面
で
規
模
は

小
さ
く
な
っ
て
も
、
情
報
館
ま
で
自
力
で

行
け
な
い
子
ど
も
た
ち
、
高
齢
者
の
皆
さ

ん
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
の
い
る
家
族
な
ど

が
、
近
く
で
安
心
し
て
利
用
で
き
る
図
書

室
を
目
指
し
て
整
備
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

あ
わ
せ
て
読
み
聞
か
せ
の
団
体
な
ど
の

活
動
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
な
ど
、
特
徴

を
持
っ
た
場
所
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

一
人
で
も
、
「
ぶ
ら
り
」
と
気
軽
に
本
に

親
し
め
る
場
所
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー

プ
ン
す
る
と
き
は
、

図
書
室
部
分
は
「
十

日
町
情
報
館
川
西
分

室
」
と
な
り
ま
す
。

図
書
の
貸
し
借
り
な

ど
、
十
日
町
情
報
館

と
同
様
の
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
で
き
る
よ
う

に
、
あ
れ
こ
れ
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

仙
田
郷
自
然
体
験
交
流
ゾ
ー
ン

仙
田
郷
自
然
体
験
交
流
ゾ
ー
ン

これからは通年の交流事業が可能になります

外装が見えてきた旧総合センター部分。
ホールを増設して来春オープンします

問
合
せ

教
育
委
員
会
川
西
事
務
所

1
７
６
８
―
２
１
６
７

■
い
つ
か
ら
使
え
る
の
？

■
気
軽
に
利
用
で
き
る
図
書
室
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【松代の自然】

高橋八十八さんの執筆により、平成８年から広報まつだい

に連載開始。地域に生息する動・植物、昆虫などの専門的な

解説に、経験豊かな体験談を交えた話題が地域内外から好評

を博しています。これまで掲載した「松代の自然」は、まつ

だい観光協会のホームページ（http://www.echigo-matsu-

dai.com/）でご覧いただけます。

筆者紹介───────────────

高橋八十八〈福島（旧松代町）在住〉

昭和６年生まれ。新潟逓信講習所を卒業後

地元の郵便局に勤務。勤務の傍ら、方言、

植物、民俗資料などの収集と研究を続ける。

現在、県民俗学会会員、民話と文学の会会

員。主な著書は「奥越後雑記帳（全５巻）」

「森の手紙」など。

日
陰
の
山
道
の
や
や
湿
気
の
あ
る
斜
面

に
、
緑
色
の
蔓つ

る

が
網
の
よ
う
に
複
雑
に
延

び
て
い
る
植
物
が
目
に
つ
き
ま
す
ね
。

昔
の
人
た
ち
が
ヘ
ッ
ポ
ノ
タ
ス
キ
と
か

ワ
ン
フ
キ
、
ア
シ
ブ
キ
ゴ
ケ
、
キ
ツ
ネ
ノ

カ
ズ
ラ
な
ど
と
呼
ん
で
い
た
こ
の
植
物
は
、

ヒ
カ
ゲ
ノ
カ
ズ
ラ
科
の
常
緑
多
年
性
シ
ダ

の
仲
間
で
す
。

ヘ
ッ
ポ
と
は
キ
ツ
ネ
の
方
言
名
で
、「
ヘ

ッ
ポ
ノ
タ
ス
キ
」
と
は
狐
の
た
す
き
と
い

う
意
味
で
す
。
ワ
ン
フ
キ
は
椀
拭
き
、
ア

シ
ブ
キ
ゴ
ケ
は
足
拭
き
マ
ッ
ト
に
し
た
こ

と
か
ら
由
来
し
て
い
ま
す
。
「
古
事
記
」

に
あ
る
天
の
岩
戸
の
前
で
ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ

ノ
ミ
コ
ト
が
こ
れ
を
タ
ス
キ
に
し
て
踊
っ

た
こ
と
か
ら
神か
み

襷
た
す
き

と
も
い
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
か
つ
て
は
人
の
生
活
の

中
で
使
わ
れ
て
い
た
植
物
も
、
時
代
の
流

れ
と
と
も
に
徐
々
に
い
わ
れ
が
薄
れ
て
い

く
の
が
残
念
に
思
い
ま
す
。（

高
橋
八
十
八
）

第３セクター鉄道ほくほく線と国道253号線を擁す

る松代は、圏域交通の要所であり、まさに地域情報の

発信基地。人と文化が交わるふれあいの里として広く

皆さんに親しんでいただけるよう、松代の各地域を訪

ねながら、歴史や見所スポットなどを紹介します。

今
年
の
冬
を
印
象
付
け
る
よ
う
に
、
時

折
吹
雪
に
見
舞
わ
れ
た
第
18
回
越
後
ま
つ

だ
い
冬
の
陣
（
３
月
12
日
g
・
13
日
a
開

催
）。
冬
将
軍
を
蹴
散
ら
す
、
恒
例
の
「
の

っ
と
れ
！
松
代
城
」
に
は
、
３
８
０
人
の

戦
士
が
３
・
５
㎞
の
難
関
障
壁
を
乗
り
越

え
、
松
代
城
奪
取
に
挑
み
ま
し
た
。

み
ご
と
松
代
城
到
達
一
番
乗
り
を
果
た

し
、
第
18
代
城
主
に
君
臨
し
た
の
は
、
村

山
亮
さ
ん
（
湯
山
・
29
歳
）
で
す
。
褒
美

の
地
元
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
一
石（
１
５
０
㎏
）

を
手
中
に
し
た
村
山
さ
ん
は
、
「
過
去
３

回
は
２
位
、
３
位
と
涙
を
飲
み
ま
し
た
。

よ
う
や
く
城
主
に
就
け
て
う
れ
し
い
で

す
」
と
満
面
の
笑
顔
で
勝
利
の
雄
叫
び
を

あ
げ
ま
し
た
。

雪
国
人
の
克
雪

の
象
徴
、
冬
の
熱

き
祭
典
が
終
わ
る

と
、
雪
深
い
里
山

に
も
春
が
訪
れ
ま

す
。

地
震
後
、
専
門
家
の
診
断
を
受
け
た
中

里
村
役
場
は
「
危
険
」
と
判
断
さ
れ
、
赤

紙
が
張
ら
れ
ま
し
た
。
庁
舎
を
支
え
る
多

く
の
柱
に
亀
裂
が
入
り
、
中
の
鉄
筋
が
あ

ら
わ
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
。
職
員
だ
け

で
な
く
、
来
庁
す
る
人
に
も
危
険
が
及
ぶ

た
め
、
こ
れ
以
上
の
使
用
が
で
き
な
く
な

り
、
３
月
に
取
り
壊
さ
れ
ま
し
た
。

新
・
十
日
町
市
が
誕
生
し
、
中
里
村
役

場
も
支
所
と
な
り
ま
し
た
。
次
第
に
支
所

職
員
も
削
減
さ
れ
る
中
で
、
庁
舎
建
設
の

必
要
が
あ
る
の
か
と
の
声
も
聞
か
れ
ま
す
。

現
在
、
中
里
支
所
は
２
か
所
で
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。
１
か
所
で
用
が
足
せ
な

い
こ
と
は
、
利
用
す
る
住
民
に
と
っ
て
極

め
て
不
便
で
す
。

新
市
で
は
、
10
年
後
ま
で
に
約
２
０
０

人
の
人
員
削
減
を
予
定
し
て
お
り
、
支
所

に
配
置
さ
れ
る
職
員
も
減
り
ま
す
。
し
か

し
、
職
員
の
削
減
は
退
職
に
よ
る
自
然
減

の
中
で
調
整
さ
れ
、
２
〜
３
年
で
既
存
の

庁
舎
に
収
ま
る
ほ
ど
急
激
に
は
減
少
し
ま

せ
ん
。
現
在
の
不
便
を
解
消
す
る
た
め
に

は
、庁
舎
を
建
設
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

地
域
住
民
自
ら
が
地
域
の
問
題
や
地
域

の
活
性
化
を
考
え
、
行
政
と
協
働
し
て
地

域
振
興
を
図
る
時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
。

今
後
、
地
域
内
分
権
の
進
む
中
で
、
地
域

で
で
き
る
こ
と
は
地
域
で
、
民
間
で
で
き

る
こ
と
は
民
間
に
任
せ
る
時
代
で
す
。
こ

う
し
た
受
け
皿
と
な
る
、
地
域
自
治
組
織

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
地
域

づ
く
り
団
体
の
活
動
拠
点
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
今
回
の
庁
舎
建
設
に
あ
た
り
、
地

域
自
治
組
織
な
ど
の
活
動
ス
ペ
ー
ス
を
確

保
す
る
と
も
に
、
地
域
住
民
が
集
い
簡
単

な
打
合
せ
も
で
き
る
よ
う
な
住
民
ホ
ー
ル

な
ど
の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
地
域
住
民
が
利
用
し
や
す
い
庁
舎
」

の
建
設
を
目
指
し
、
地
域
住
民
に
よ
る
庁

舎
建
設
検
討
委
員
会
が
発
足
し
ま
し
た
。

現
在
ま
で
、
３
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

行
っ
て
い
ま
す
。

１
回
目
は
、
今
ま
で
の
庁
舎
の
良
か
っ

た
点
、
悪
か
っ
た
点
な
ど
を
取
り
上
げ
、

新
庁
舎
へ
の
要
望
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

２
回
目
に
は
長
野
県
栄
村
役
場
を
視
察
。

新
庁
舎
の
参
考
に
し
な
が
ら
、
必
要
な
ス

ペ
ー
ス
、
機
能
を
検
討
し
ま
し
た
。
３
回

目
は
、
過
去
の
検
討
を
踏
ま
え
、
作
成
し

た
３
つ
の
庁
舎
図
案
を
も
と
に
、
レ
イ
ア

ウ
ト
や
適
し
て
い
る
位
置
、
広
さ
に
つ
い

て
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

庁
舎
再
建
に
向
け
て
、
今
後
も
建
設
検

討
委
員
会
を
中
心
に
、
17
年
度
完
成
を
目

指
し
て
建
設
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

越
後
ま
つ
だ
い
冬
の
陣�

第18代城主
村山亮さん

難関「騎馬止め破り」で苦戦する戦士たち

遠島の刑（ハワイ旅行）に
当選し、喜ぶ皆さん

次号から、

「ぶらり松代途中下車」
を連載します。

ヒ
カ
ゲ
ノ
カ
ズ
ラ

災
害
に
強
い

  

庁
舎
建
設
を
目
指
し
て

昨
年
10
月
23
日
の
中
越
大
震
災
に
よ
り
、
２
棟
の
う
ち
１
棟
が

全
壊
と
な
っ
た
中
里
支
所
庁
舎
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
を
備
え
た

庁
舎
を
目
指
し
て
、
再
建
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

地
震
が
残
し
た
爪
跡

数
多
く
の
柱
に

大
き
な
亀
裂
が
入
っ
た
庁
舎

自分の思ったことを書き出し、シ
ートにまとめるワークショップ

地
震
が
残
し
た
爪
跡

地
域
住
民
に
極
め
て
不
便
な

２
か
所
の
支
所
体
制

地
域
住
民
に
極
め
て
不
便
な

２
か
所
の
支
所
体
制

地
域
づ
く
り
活
動
の

拠
点
が
必
要

地
域
づ
く
り
活
動
の

拠
点
が
必
要

今
後
の
取
り
組
み

今
後
の
取
り
組
み

地
域
住
民
自
ら
が

考
え
る
庁
舎
建
設

地
域
住
民
自
ら
が

考
え
る
庁
舎
建
設
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■
時
間
＝
午
前
11
時
〜
午
後
３
時
（
駅
通

り
の
み
４
時
ま
で
）

■
会
場
＝
本
町
１
〜
６
、高
田
町
１
・
２
、

駅
通
り

■
時
間
＝
午
後
１
時
〜
３
時
の
間
に
３
回

■
会
場
＝
セ
ン
タ
ー
ク
ロ
ス
、
本
町
２
・

高
田
町
交
差
点
、
駅
通
り
を
巡
回

■
内
容
＝

・
き
も
の
シ
ョ
ー
‥
「
繭ま
ゆ

の
会
」
の
華
麗

な
き
も
の
シ
ョ
ー

・
ベ
ス
ト
パ
ー
ト
ナ
ー
ラ
イ
ブ
‥
市
内
出

身
の
こ
っ
し
ー
率
い
る
２
人
組
フ
ォ
ー

ク
ポ
ッ
プ
デ
ュ
オ
の
ラ
イ
ブ

・
チ
ン
ド
ン
屋
‥
「
月
島
芸
能
社
一
座
」

と
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
奏
者
多
田
葉
子
さ
ん

の
息
の
あ
っ
た
演
奏

■
時
間
＝
午
前
11
時
〜
午
後
３
時

■
会
場
＝
四
ツ
宮
公
園
（
本
町
６
）

■
内
容
＝
服
部
宗
裕
社
中
の
無
料
茶
席

■
時
間
＝
午
前
11
時
〜
午
後
３
時

■
会
場
＝
歩
行
者
天
国
内
（
本
町
１
）

■
出
店
料
＝
無
料

■
申
込
み
＝
ア
カ
ク
ラ
（
本
町
１
1
７
５

７
│
０
２
７
０
）

■
時
間
＝
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時

■
集
合
＝
ク
ロ
ス
10

■
内
容
＝
き
も
の
を
着
て
市
内
散
策
（
昼

食
付
）

■
募
集
人
数
・
参
加
費
＝

①
き
も
の
持
参
…
10
人
・
２
、
０
０
０
円

②
き
も
の
借
用
…
振
袖
25
人
、
紬
つ
む
ぎ

ま
た
は

付
下
げ
５
人
・
５
、
０
０
０
円

■
申
込
み
＝
十
日
町
観
光
協
会
（
ク
ロ
ス

10
内
1
７
５
７
│
３
３
４
５
）

新
市
発
足
後
、
最
初
の
大
イ
ベ
ン
ト
「
十
日
町
き
も
の
ま
つ
り
」。

５
月
３
日
は
、
身
も
心
も
装
っ
て
街
に
出
か
け
ま
せ
ん
か
。

第29回

●問合せ＝十日町観光協会
（1757-3345）

※きものまつり当日のイベント情
報は、市報とおかまち４月25日
号に折り込みます

5/3（憲法記念日）

第29回
歩
行
者
天
国

無
料
茶
席

元
祖
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

〜
出
店
者
募
集
中
〜

きものウィーク
１日～５日

きものウィーク
１日～５日

きものウィーク
１日～５日

きものウィーク
１日～５日

きものウィーク
１日～５日

きものウィーク
１日～５日

きものウィーク
１日～５日

きものウィーク
１日～５日

きものウィーク
１日～５日

きものウィーク
１日～５日

きものウィーク
１日～５日

きものウィーク
１日～５日

きものウィーク
１日～５日

きものウィーク
１日～５日

きものウィーク
１日～５日

きものウィーク
１日～５日

きものウィーク
１日～５日

きものウィーク
１日～５日

きものウィーク
１日～５日

きものウィーク
１日～５日

きものウィーク
１日～５日

きものウィーク
１日～５日

きものウィーク
１日～５日

きものウィーク
１日～５日

きものウィーク
１日～５日

きものウィーク
１日～５日

きものウィーク
１日～５日

きものウィーク
１日～５日

きものウィーク
１日～５日

きものウィーク
１日～５日

きものウィーク
１日～５日

きものウィーク
１日～５日

きものウィーク
１日～５日

き
も
の
の
里
を

き
も
の
で
歩
こ
う

〜
参
加
者
募
集
中
〜

■日　時＝５月３日（憲法記念日）
午前11時（10時30分開場）

～午後０時15分ころ
■会　場＝クロス10大ホール　

※駐車スペースが限られています。
車での来場はご遠りょください。

■内　容＝ベストパートナーのミニライブと平野壮
弦さんのトーク＆書道パフォーマンス

■問合せ＝生涯学習課　1757－5011

平成17年度十日町市成人式平成17年度十日町市成人式

ス
ト
リ
ー
ト

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

・
き
も
の
シ
ョ
ー

・
ベ
ス
ト
パ
ー
ト
ナ
ー
ラ
イ
ブ

・
チ
ン
ド
ン
屋

16

第26回全日本リコーダーコンテストが３月27日aに東京都で開催

され、小学生・合奏の部に出場した馬場小学校と東小学校が見事金賞

を受賞しました。小学生・合奏の部は、全国から県大会を勝ち抜いた

16校が出場して行われ、馬場小は初出場初受賞、東小は３年連続通

算４回目の受賞となりました。両校の担当の先生は、「初出場の緊張

から、子どもたちは表情も演奏も少し固かったですが、きれいな響き

が出せたと思います」（馬場小・庭野史子先生）、「打楽器など新しい

試みがありましたが、今までで一番良い演奏でした。子どもたちは落

ち着いていて、みんなまとまって一つになれました」（東小・根津江

美子先生）と受賞の喜びを話していました。

合併前夜の３月31日e、旧川西町のナカゴグリーンパー

クで「ありがとう川西町 よろしく十日町市　Final First

HANAB！」（同実行委員会主催）と題する催しが行われ、子

どもたちからお年寄りまで約150人が参加しました。

この催しは、雪原に巨大な炎のハートを描き、去りゆく川

西町と新十日町市への熱い思いを大声でアピールする「燃や

せ！ハート」や火を囲んでの合唱、最後の花火と、すべて

「燃える」というキーワードで結ばれていました。

実行委員長の渡貫文人さん（上野・39歳）は、「みんなが

思いっきり叫んで完全燃焼です」と満足そうでした。

３
月
19
日
g
・
20
日
a
、
ほ
く
ほ
く
線
ま
つ

だ
い
駅
隣
接
の
ふ
る
さ
と
会
館
を
会
場
に
、

「
ま
つ
だ
い
駅
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

駅
ま
つ
り
に
は
、
地
元
の
商
店
や
団
体
な
ど

15
の
露
店
が
並
び
、
電
車
を
乗
降
す
る
人
や
ド

ラ
イ
ブ
で
訪
れ
る
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

会
場
で
は
「
雪
割
草
展
示
即
売
会
」
も
行
わ

れ
、
町
内
外
か
ら
約
４
、
０
０
０
人
の
愛
好
者

が
訪
れ
ま
し
た
。
長
岡
市
か
ら
参
加
し
た
久
保

田
道
代
さ
ん
は
、
「
雪
割
草
の
け
な
げ
で
愛
ら

し
い
と
こ
ろ
が
好
き
で
、
毎
年
参
加
し
て
い
ま

す
」
と
鉢
を
手
に
目
を
細
め
て
い
ま
し
た
。

馬場小・東小がリコーダー全国大会で金賞

新市スタートへ 燃える思いをアピール

春
呼
ぶ
ま
つ
だ
い
駅
ま
つ
り

tokamachi topics

このコーナーは、まちの話題や活
動などを紹介しています。情報があ
りましたら、企画人事課広報広聴係
（1757─3111内線213）へ、お気軽
にお寄せください。

東小学校

馬場小学校

祝 新市誕生祝 新市誕生

昨年行われた
県大会のもよう
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15
日
、
６
月
17
日
、
８
月
19
日
、
10

月
21
日
、
11
月
18
日
、
18
年
１
月
20

日
、
２
月
17
日
の
各
金
曜
日
午
前
10

時
〜
午
後
２
時
30
分
●
会
場
＝
４
・

８
・
11
・
１
月
は
県
庁
、
６
・
10
・

２
月
は
長
岡
地
域
振
興
局
●
持
参
す

る
も
の
＝
①
登
録
を
受
け
よ
う
と
す

る
銃
砲
刀
剣
類
②
銃
砲
刀
剣
類
発
見

届
③
手
数
料
（
１
件
に
つ
き
県
収
入

証
紙
６
、
３
０
０
円
分
）
●
問
合
せ

＝
県
教
育
庁
文
化
行
政
課
（
1
０
２

５
│
２
８
５
│
５
５
１
１
）

中
越
大
震
災
被
災
者
の
公
共
職
業

訓
練
受
講
を
支
援
す
る
た
め
、
訓
練

手
当
の
支
給
対
象
を
拡
大
し
ま
す
。

訓
練
手
当
は
、
雇
用
保
険
受
給
資
格

の
な
い
求
職
者
が
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

の
指
示
に
よ
り
職
業
訓
練
を
受
講
す

る
場
合
、
給
付
金
を
支
給
し
、
受
講

を
容
易
に
す
る
も
の
で
す
。
●
支
給

対
象
＝
①
罹
災
証
明
を
受
け
て
い
る

障
害
者
、
母
子
家
庭
の
母
な
ど
②
罹

災
証
明
を
受
け
て
い
る
45
歳
以
上
の

人
③
被
災
に
よ
る
離
職
・
廃
業
者
●

適
用
時
期
＝
18
年
１
月
30
日
ま
で
に

開
始
さ
れ
る
公
共
職
業
訓
練
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日

町
（
1
７
５
７
│
２
４
０
７
）

労
働
者
を
雇
用
す
る
事
業
主
は
、

労
働
保
険
の
加
入
手
続
き
が
必
要
で

す
。
今
年
度
の
申
告
書
の
提
出
と
保

険
料
の
納
付
期
限
は
５
月
20
日
f
で

す
。
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
●
問
合
せ
＝
十
日
町
労
働
基
準

監
督
署
（
1
７
５
７
│
５
５
３
１
）

こ
れ
か
ら
の
時
期
、
雪
解
け
に
よ

り
清
津
川
の
水
量
が
増
え
て
大
変
危

険
で
す
。
危
険
箇
所
に
近
づ
か
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
●
問
合
せ
＝

電
源
開
発
㈱
奥
清
津
電
力
所
（
1
０

２
５
│
７
８
９
│
２
７
０
７
）

国
民
健
康
保
険

運
営
協
議
会
委
員
募
集

～国民健康保険のこと、
いっしょに考えませんか～

市では国民健康保険（国保）の予算や保

険税などを審議してもらうため、国民健

康保険運営協議会を設置しています。協

議会の委員は、被保険者（国保加入者）５

人、医師薬剤師５人、公益代表５人、被用

者保険の保険者３人の計18人で構成され

ます。被保険者の委員５人を募集します。

任　　期 ２年間

応募資格

①十日町市国民健康保険の被保険者

で、市内に住所を有する20歳以上の人

②年間３回程度開催する運営協議会に

出席できる人

③事業所に勤務する場合、事業主から

就任の承諾が得られる人

応募方法

住所、氏名、年齢、電話番号、職業を

記載した応募用紙（保険年金課国保係に

配置）に作文（字数：400字程度、テー

マ：国保や医療・健康など日ごろ考えて

いること）を添えて提出

応募締切り ４月28日f

選考結果 ５月中旬に応募者全員に通知

●問合せ＝保険年金課国保係（内線164）

読
み
聞
か
せ
、
手
遊
び
な
ど
を
行

い
ま
す
。
●
日
時
＝
４
月
14
日
e
午

前
10
時
〜
11
時
●
会
場
＝
情
報
館
●

対
象
＝
乳
幼
児
と
保
護
者
●
問
合
せ

＝
情
報
館
（
1
７
５
０
│
５
１
０
０
）

読
み
聞
か
せ
、パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

な
ど
を
行
い
ま
す
。
●
日
時
＝
４
月

16
日
g
午
前
10
時
〜
11
時
●
会
場
＝

情
報
館
●
問
合
せ
＝
情
報
館
（
1
７

５
０
│
５
１
０
０
）

遊
び
を
通
じ
て
親
子
の
ス
キ
ン
シ

ッ
プ
を
楽
し
む
、
保
護
者
の
た
め
の

レ
ク
サ
ロ
ン
で
す
。
お
子
さ
ん
は
保

育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
預
か
り
ま
す
。

●
期
間
＝
18
年
３
月
ま
で
の
毎
月
第

１
火
曜
日
※
５
月
は
第
２
週
●
会
場

＝
中
央
公
民
館
●
参
加
費
＝
無
料
●

定
員
＝
先
着
10
人
●
申
込
み
・
問
合

せ
＝
４
月
28
日
e
ま
で
に
、
中
央
公

民
館
（
1
７
５
７
│
５
０
１
１
）

レ
ス
リ
ン
グ
を
通
じ
て
子
ど
も
た

ち
の
体
力
向
上
や
礼
儀
習
得
を
図
り

ま
せ
ん
か
。
●
日
時
＝
５
月
11
日
〜

18
年
３
月
の
毎
週
水
曜
日
午
後
７
時

〜
９
時
●
会
場
＝
旧
六
箇
保
育
園
●

対
象
＝
中
学
生
以
下
●
定
員
＝
先
着

30
人
●
参
加
費
＝
年
間
４
、
０
０
０

円
※
保
険
料
含
む
、
初
回
納
入
●
内

容
＝
①
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
準

備
体
操
②
足
ジ
ャ
ン
プ
・
木
登
り
グ

ル
グ
ル
・
タ
ッ
ク
ル
倒
し
ゲ
ー
ム
な

ど
基
礎
体
力
作
り
●
講
師
＝
市
体
育

指
導
委
員
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
４

月
28
日
e
ま
で
に
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
（
1
７
５
２
│
４
３
７
７
）

自
由
面
談
方
式
で
す
。
●
日
時
＝

４
月
28
日
e
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

●
会
場
＝
ク
ロ
ス
10
●
参
加
費
＝
無

料
●
問
合
せ
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日

町
（
1
７
５
７
│
２
４
０
７
）

●
日
時
＝
４
月
〜
５
月
の
毎
週
木
曜

日
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
●
会

場
＝
キ
ナ
ー
レ
体
験
工
房
館
●
受
講

料
＝
一
回
５
０
０
円
※
き
も
の
、
帯
、

襦
袢
な
ど
の
貸
出
は
料
金
別
途
●
内

容
＝
き
も
の
の
着
方
と
名
古
屋
帯
一

重
太
鼓
、
袋
帯
二
重
太
鼓
●
定
員
＝

先
着
15
人
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
キ

ナ
ー
レ
（
1
７
５
２
│
０
１
１
７
）

箏
を
弾
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
●
日

時
＝
４
月
16
日
g
午
後
１
時
30
分
〜

●
会
場
＝
中
央
公
民
館
●
参
加
費
＝

無
料
●
対
象
＝
小
学
生
以
上
●
問
合

せ
＝
柳
（
1
７
５
２
│
２
０
９
５
）

市
で
は
子
育
て
支
援
の
た
め
、
４

月
１
日
か
ら
小
・
中
学
生
の
入
院
医

療
費
の
一
部
を
保
護
者
に
助
成
し
ま

す
。
該
当
す
る
場
合
、
医
療
機
関
で

支
払
い
後
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
＝
小
学
校
に
入
学
し
た
月
の

初
日
か
ら
中
学
校
を
卒
業
す
る
月
の

末
日
ま
で
●
助
成
額
＝
医
療
機
関
で

支
払
っ
た
保
険
適
用
分
入
院
費
か
ら

１
、
２
０
０
円
×
入
院
日
数
を
除
い

た
額
●
持
参
す
る
も
の
＝
保
険
証
、

印
鑑
、
医
療
機
関
領
収
書
、
振
込
先

が
わ
か
る
金
融
機
関
の
通
帳
●
そ
の

他
＝
所
得
制
限
あ
り
（
児
童
手
当
特

例
給
付
の
所
得
限
度
額
を
採
用
）
●

申
請
・
問
合
せ
＝
健
康
支
援
課
地
域

医
療
係
（
内
線
１
２
７
）
ま
た
は
各

支
所
健
康
福
祉
課
健
康
支
援
係

町
内
単
位
で
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
５
月
31
日
c

ま
で
に
、
市
民
生
活
課
防
災
安
全
係

（
内
線
１
５
１
）

国
宝
修
理
期
間
中
（
18
年
３
月
末

ま
で
の
予
定
）、
博
物
館
の
入
館
料

を
２
０
０
円
に
し
ま
す
。
●
問
合
せ

＝
博
物
館
（
1
７
５
７
│
５
５
３
１
）

昔
か
ら
伝
わ
る
民
具
や
古
文
書
類

は
、
地
域
や
家
の
歴
史
を
物
語
る
、

か
け
が
え
の
な
い
文
化
財
で
す
。
き

も
の
や
民
具
な
ど
の
生
活
用
具
類
、

び
ょ
う
ぶ
や
掛
け
軸
、
昔
の
ア
ル
バ

ム
、
古
文
書
や
古
典
籍
類
な
ど
を
処

分
す
る
前
に
、
博
物
館
や
情
報
館
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
資
料
の
一
時

預
か
り
や
寄
託
・
寄
贈
も
受
付
け
て

い
ま
す
。
●
問
合
せ
＝
博
物
館
（
1

７
５
７
│
５
５
３
１
）
ま
た
は
情
報

館
（
1
７
５
０
│
５
１
０
０
）

銃
砲
刀
剣
類
の
所
持
に
は
、
登
録

審
査
が
必
要
で
す
。
●
日
時
＝
４
月

小
・
中
学
生
の
入
院
医
療

費
を
助
成
し
ま
す

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を

現
物
支
給
し
ま
す

訓
練
手
当
の
支
給
対
象
を

拡
大
し
ま
す

子
育
て
教
室

す
こ
や
か
ラ
ン
ド

キ
ナ
ー
レ
体
験
工
房
館

き
も
の
着
付
け
教
室

箏こ
と

体
験
教
室
・
生
徒
発
表
会

お
は
な
し
た
ま
て
ば
こ

●地域福祉基金へ＝新座第３野球部（3,824円）

●情報館へ＝小口勝男（本町６-１）山内レン（本町４）

春日みどり（樽沢）中林弘（本町４）高橋直道（春日

町３）滝沢栄輔（本町東１）上村政基（上野）押木貢

（元町）佐藤新聞店

●博物館へ＝佐野良吉（稲荷町３東）田村喜一（昭和町

１）村山福松（城之古３）金子要造（四日町新田２）

３月25日届出分まで（敬称略）寄付ありがとう

労
働
保
険
の
年
度
更
新
手

続
き
は
お
早
め
に
！

増
水
に
注
意
！

地
域
の
文
化
財
を
守
ろ
う
！

このコーナーは、市民の皆さんのコ

ミュニティ活動や公共団体の催しな

どを紹介しています。政治・宗教・

営業活動に関するものは掲載しませ

ん。掲載を希望する人は、内容と連

絡先を書き、掲載希望号（10日号・

25日号）の20日前までに十日町市役

所総務課広報広聴係（〒948-8501千

歳町3-31757-3111・FAX752-4635）

へ。紙面や編集の都合で掲載できな

い場合もあります。

体
力
つ
く
り
十
日
町

ち
び
っ
こ
レ
ス
リ
ン
グ
教
室

十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の1には市外局番02 5が必要です

ど
ん
ぐ
り
お
は
な
し
の
へ
や

十
日
町
地
域

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

17
年
度
銃
砲
刀
剣
類

登
録
審
査

国
宝
修
理
期
間
は
博
物
館

の
入
館
料
を
減
額
し
ま
す

～国民健康保険のこと、
いっしょに考えませんか～

寄付ありがとう

▼
新
十
日
町
市
の
広
報
は
、
こ
の
メ
ン
バ
ー

で
お
世
話
に
な
り
ま
す
。
紅
一
点
を
囲
ん
で

縦
よ
り
横
方
向
に
伸
び
の
あ
る
男
３
人
が
机

を
並
べ
て
い
る
姿
は
、
一
幅
の
絵
に
な
る
と

も
っ
ぱ
ら
の
ウ
ワ
サ
で
す
。
も
っ
と
も
、
市

役
所
相
撲
部
屋
？
と
し
て
見
た
場
合
と
い
う

こ
と
ら
し
い
で
す
が
…
。
体
だ
け
で
な
く
、

紙
面
も
重
量
級
と
な
る
よ
う
に
努
め
た
い
と

思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
震
災
・
豪
雪
と
続
き
、
こ
の
春
を
待
ち
わ

び
る
気
持
ち
は
だ
れ
も
が
ひ
と
し
お
だ
と
思

う
。も
う
す
ぐ
新
し
い
芽
が
、花
が
一
斉
に
ほ

こ
ろ
び
、
目
に
舌
に
喜
び
を
与
え
て
く
れ
る
。

新
市
の
歩
み
も
震
災
復
興
も
こ
れ
か
ら
が
本

番
だ
。
ま
ず
、

「
ふ
ー
き
ん
と

味
噌
」
と
「
花

見
」
で
、「
威

勢
」
を
つ
け

て
い
こ
う
。

（わ）

▼
は
じ
め
ま
し
て
。
今
年
度
よ
り
皆
様
方
に

お
世
話
に
な
る
若
輩
者
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な

点
で
、
先
達
の
皆
さ
ん
に
迷
惑
を
か
け
つ
つ

も
、
桜
散
る
こ
ろ
ま
で
に
仕
事
に
対
す
る
責

任
を
自
覚
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
果

た
し
て
、
散
る
の
は
桜
の
花
か
葉
か
、
ま
っ

た
く
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
。
現
況
の
係

の
中
で
唯
一
の
広
報
未
経
験
者
で
あ
る
た

め
、文
法
、構
成
、何
よ
り
も
姿
勢
に
若
干
、奇

妙
な
点
が
出
て
く
る
こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
が
、

な
る
べ
く
早
く
に
直
せ
る
所
か
ら
直
し
て
い

こ
う
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
無
理
な
も
の

は
無
理
と
諦
め
つ
つ
、ま
ず
姿
勢
、立
場
を
明

確
に
し
、
次
か
ら
技
術
を
養
っ
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。

伝
え
る
、
考

え
さ
せ
る
技

術
は
本
当
に

難
し
い
も
の

で
す
か
ら
。

（南）

▼
４
月
１
日
、
新
十
日
町
市
誕
生
の
こ
の
日

は
、
ス
タ
ー
ト
を
飾
る
に
ふ
さ
わ
し
い
好
天

に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
産
み
の
苦
し
み
を
経
て
、

よ
う
や
く
新
市
誕
生
で
す
。

▼
市
民
の
み
な
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
市
報
づ

く
り
へ
の
第
１
歩
と
し
て
、
愛
称
を
募
集
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
採
用
作
品
に
は
、

あ
の
２
０
０
２
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
公
式
エ
ン

ブ
レ
ム
を
手
が
け
た
平
野
さ
ん
が
デ
ザ
イ
ン

し
て
く
だ
さ
る
と
の
こ
と
。
記
念
に
な
り
ま

す
。
応
募
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
広
報
担
当
に
な
っ
て
１
年
半
、
合
併
に
よ

っ
て
取
材
範
囲
が
ぐ
っ
と
広
く
な
り
ま
し
た
。

１
日
も
早
く
地
名
と
場
所
を
覚
え
る
た
め
、

そ
し
て
新
し

い
発
見
を
求

め
て
、
ま
ず

は
新
市
内
探

索
で
も
し
て

み
よ
う
。

（優）

▼
「
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
ね
、
こ
の
匂
い
」。

今
年
の
キ
ャ
ン
プ
イ
ン
を
前
に
、
イ
チ
ロ
ー

選
手
が
口
に
し
た
言
葉
で
す
。
メ
ジ
ャ
ー
リ

ー
グ
５
年
目
を
迎
え
た
気
持
ち
を
、
新
し
い

グ
ラ
ブ
の
革
の
匂
い
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
芝
生

の
匂
い
な
ど
「
野
球
が
始
ま
る
匂
い
」
で
表

現
し
た
彼
。
夢
の
舞
台
に
立
つ
喜
び
が
ひ
し

ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
新
十
日
町
市
の

誕
生
、
皆
さ
ん
ど
ん
な
気
持
ち
で
迎
え
た
で

し
ょ
う
か
。
自
分
は
ま
た
こ
う
し
て
広
報
に

携
わ
れ
る
こ
と
に
、
喜
び
と
誇
り
を
感
じ
て

い
ま
す
。
雪
ど
け
の
匂
い
、
春
の
匂
い
、
震

災
復
興
の
匂
い
、
新
十
日
町
市
の
匂
い
…
こ

れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
「
匂
い
」
を
感
じ
、

新
市
と
と
も

に
歩
ん
で
い

き
た
い
と
思

い
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

（玉）



■人　口　63,768人 男　31,244人　女　32,524人
■世帯数　19,825世帯　　　　　　　　　　　　　　　（４月１日現在）市民の動き
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